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会　　告
和文誌「藻類」の学会ホームページでの即時公開

および「藻類」の著作権ポリシー（公開許諾の方針）について
　これまで，「藻類」の公開については，報文・記事の著者最終版の転載が発行 1年後に可能となり，2年後に「藻類」
の PDFファイルが学会ホームページで公開となっていました。今年より，学会ホームページで「藻類」が即時公開され
ています。ただし，大会発表要旨については，これまでどおり 2年後に公開となります。
　「藻類」の著作権ポリシー（公開許諾の方針）も改定されていますので，学会ホームページよりご確認ください（刊行
物－和文誌「藻類」を参照ください）。「藻類」に掲載された報文・記事の著者は，著者個人のウェブサイトや機関リポジ
トリに，その報文・記事の掲載版を発行後すぐに転載することができるようになっています。掲載の際に，学会ホームペー
ジで公開された PDFファイルを使用していただくこともできます。これらの転載については，学会が認めると著作権ポ
リシーに示していますので，学会事務局へ問い合わせて許可を得る必要はありません。ただし，出版物への転載，商業利
用に関わるものについては，これまでどおり，学会事務局へ問い合わせて許可を得る必要があります。
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